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1. はじめに 

近年，人間の身体的特徴や行動的特徴を用いて行

う個人認証の研究が盛んに行われている.人の顔に

は，人種や性別，感情などといった様々な情報を持

っている．そして,人はコミュニケーションをとる際

に，相手の情報を知る事が必要であり，相手の年齢

の認知というものが重要になってくる．先行研究で

は ,それぞれの顔画像に配置された特徴点に対

し,Gabor 特徴[1]を用いて特徴量を抽出し,主成分分

析を施すことによって,次元数を圧縮し,年齢層の推

定を行う手法や抽出された Gabor 特徴の中から,加

齢の影響を受ける特徴成分を選択する手法が提案さ

れた[2]. 本研究では, Gabor 特徴の他に特徴量とし

て, 顔の形状を表現した形状特徴を用いて, 年齢層

の推定を行い, 識別率の向上を図る. 

 

2. 特徴点のサンプリング 

先行研究では ATR プロモーションズ社[3]が提供

する顔画像のモーフィングソフトFUTONシステム

によって, 目視によって取得された特徴点を 51 点

配置した. 本研究では, Seeing-Machines 社[4]から

提供されている FaceAPI を用いて特徴点を自動取

得することにした. しかし,FaceAPI で得られるデ

ータのうち，年齢推定で使用できる特徴点の数は 25

個しかないため,残りの 26 点については，得られた

部位データをもとに，顔の部位の位置関係から目の

下のしわやほうれい線などを自動で検出し特徴点を

サンプリングする． 

 

3. 顔画像の特徴ベクトル表現 

本研究では，特徴ベクトルの表現に顔認識分野で

広く利用されている Gabor 特徴を用いて， 顔画像

中に配置した特徴点周辺における濃淡情報の周期性

u0と方向性θの両方を特徴量として抽出する(図１)．

本実験では，(u0：9，15，23，35)×(θ：0，45，90，

135)のパラメータを用いて，51 点×16 通りの計 816

次元の Gabor 特徴量を顔画像から抽出した．また,

その他の特徴量として顔の形状を表現した形状特徴

を用いる.形状特徴は配置した特徴点の位置座標を

特徴量としたものである. 

 
図１, 顔画像に角度[°]を変化させた Gabor フィ
ルタをかけた際の可視化例 

 

4. 実験の概要 

 日本人から収集した顔画像データを用いて，男女

別に学習を行い， 識別辞書登録を行う．学習に使用

したサンプル数の内訳は，15-19 歳，20-24 歳，…，

60-64 歳と 5 歳刻みの年齢ラベルを持つ男女各 15

枚，計 300 枚使用した．そして, 未知画像 1 枚と各

年齢層ごとに用意された平均ベクトルからなる識別

辞書とのユークリッド距離を取ることによって年齢

層の識別を行った. 図2より,全体的にGabor特徴と

形状特徴の両方を用いた場合が識別率が高くなっ

た. 

 
図 2, 実験結果 

 

5. 今後の予定 

 本研究では,Gabor 特徴のみを用いた場合と形状

特徴のみを用いた場合で用いた次元数が異なってい

たため,今後は次元数を同じにして年齢層の推定を

行っていく. 
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